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去
る
八
〃
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
四
日
間
に
わ
た
り
、

青
森
県
体
育
協
会
、
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
、
青

森
県
教
育
委
員
会
、
金
木
町
教
育
委
員
会
が
主
催
の
も
と

に
、
金
木
町
立
金
木
小
学
校
、
金
木
中
学
校
お
よ
び
芦
野

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
十
回
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
次
代
を
に
な
う
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
健
全
育
成
亦
業
の
一
環
と
し
て
、
県
内
各
市
町
村
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー
が
一
堂
に
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
研
修
を
通
し
て
、
健
康
・
奉
仕
韓
の
望
ま
し
い
習
慣

を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
県
内
外
団
風
と
の
交
歓
の
実
を

あ
げ
、
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
、
団
員
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
会
に
は
、
名
誉
大
会
長
で
あ
る
県
教
育
長
を
は

じ
め
、
名
誉
副
大
会
長
（
金
木
町
長
）
、
会
長
の
県
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
本
部
長
、
顧
問
の
県
知
事
（
代
理
）
、
大
会

委
員
長
（
県
体
育
協
会
理
事
長
）
、
金
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
長
（
田
中
豊
蔵
）
の
ほ
か
、
多
数
の
役
員
、
リ

ー
ダ
ー
、
団
員
を
合
わ
せ
て
十
六
団
、
二
百
五
十
名
が
参

加
し
、
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
川
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
藤
井
丙
午
（
代

読
）
か
ら
は
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

本
日
こ
こ
、
金
木
町
芦
野
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
少

れ
ま
す
第
十
回
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
の
開
催
を
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

次
代
の
に
な
い
手
で
あ
る
青
少
年
の
皆
さ
ん
、
本
大
会

の
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
励
、
あ
る
い
は
集
間
生
活
」

を
と
お
し
て
交
流
を
深
め
、
友
情
を
築
き
、
更
に
研
修
を

ふ
ま
れ
て
一
肘
の
活
動
を
な
さ
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

雌
後
に
、
こ
の
大
会
を
こ
こ
ま
で
導
い
て
下
さ
っ
た
地

元
金
木
町
、
県
本
部
、
自
衛
隊
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
を
捧
げ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
八
〃
九
Ⅱ

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
本
部

本
部
長
藤
井
丙
午

健
康
な
体
と
心
を
養
お
う

第
、
回
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
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金
木
町
長
大
橋
忠
勝

緑
濃
く
一
段
と
砦
く
な
っ
て
参
り
ま
れ
て
い
な
い
た
め
の
侵
害
放
題
に
放
慨

し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
益
々
亦
さ
れ
て
い
る
点
、
併
せ
て
金
木
町
は
質

故
や
健
康
に
御
注
意
せ
ら
れ
、
こ
の
夏
的
、
金
銭
的
に
Ｈ
本
一
の
ヒ
パ
美
林
を

を
無
亦
に
過
さ
れ
る
よ
う
衷
心
よ
り
お
抱
え
て
お
り
な
が
ら
、
財
政
的
に
か
く

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
困
窮
の
極
致
に
あ
る
点
、
ま
た
、
大
昔

さ
て
私
が
町
長
就
任
以
来
、
早
く
も
か
ら
こ
の
上
な
く
恵
ま
れ
た
観
光
盗
源

三
ヶ
Ⅱ
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
や
、
果
て
し
な
い
原
野
、
畑
地
を
保
右

皆
様
方
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
御
協
力
に
更
し
な
が
ら
、
只
々
手
を
拱
ぬ
い
て
い
る

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
の
み
で
、
之
れ
竿
彪
大
な
土
地
、
盗
源

実
際
に
勤
務
致
し
ま
し
て
、
現
今
金
を
見
祓
し
、
州
発
線
上
に
乗
せ
な
け
れ

木
町
は
、
〃
難
問
題
山
祇
″
の
一
語
に
ば
い
け
な
い
等
、
難
問
題
が
山
祇
で
容

尽
き
る
感
が
あ
り
ま
す
。
今
後
幾
十
年
易
に
解
決
で
き
得
ま
せ
ん
。

に
わ
た
り
、
三
十
億
円
以
上
の
町
偵
、
し
か
し
、
単
に
手
が
つ
け
ら
れ
ぬ
問

利
子
を
ど
の
よ
う
に
償
還
、
支
払
っ
て
題
が
大
き
過
ぎ
る
で
は
な
く
て
、
今
こ

行
く
か
が
勿
論
一
番
の
大
間
題
で
あ
り
そ
勇
断
を
以
っ
て
こ
れ
が
解
決
。
資
源

ま
す
が
、
現
在
数
百
個
所
に
わ
た
る
町
発
掘
の
為
に
一
胴
の
努
力
す
べ
く
覚
悟

有
地
の
整
理
と
維
持
管
理
が
全
く
な
さ
を
あ
ら
た
に
し
て
居
り
ま
す
。 園
と
は
言
え
、
現
在
助
役
、

収
入
役
も
空
席
で
、
町
氏
各

位
に
は
お
詫
び
の
仕
様
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
早
急
に
こ

れ
が
機
榊
を
全
う
し
、
町
此

の
御
要
望
に
応
え
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
ガ
ラ
ス
張
り

と
し
、
安
易
な
妥
協
や
裏
取

引
き
の
な
い
町
政
を
、
一
点

の
く
も
り
、
汚
職
の
な
い
金

木
町
政
を
、
今
後
此
塊
断
を

以
っ
て
推
進
す
る
こ
と
を
川

民
各
位
に
お
誓
い
致
し
ま
す

長
期
的
腰
望
の
上
に
立
脚

し
、
身
命
を
賭
し
て
こ
の
窮

迫
せ
る
金
木
町
再
趣
の
た
め

に
迩
進
教
し
た
い
と
考
え
て

お
り
韻
。

例会回町議会定第68

去
る
六
月
二
十
二
川
か
ら
二
十
九
個

ま
で
の
八
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま

し
た
第
六
十
八
回
町
雛
会
定
例
会
は
、

町
長
改
選
時
期
に
当
り
、
年
度
当
初
四

、
五
、
六
の
三
ヵ
月
の
暫
定
予
算
切
れ

を
控
え
て
招
集
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

こ
の
定
例
会
で
は
、
継
続
費
繰
越
計

算
神
報
告
の
件
（
こ
れ
は
、
四
十
八
年

度
か
ら
三
ヵ
年
の
継
続
卒
業
で
あ
る
喜

良
市
小
学
校
改
築
工
蛎
及
び
、
二
ヵ
年

継
続
の
金
木
町
中
央
公
民
館
建
設
工
事

の
昭
和
四
十
九
年
度
に
繰
越
す
分
に
つ

い
て
議
会
に
報
告
す
る
も
の
）
を
は
じ

め
、
昭
和
四
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算

な
ど
十
四
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
昭
和
四
十
九
年
度
一

般
会
計
予
算
の
総
額
は
十
二
億
四
百
九

十
二
万
一
千
円
の
予
算
規
棋
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
昭
和
四
十
八
年
度
の
当

予
算
に
比
べ
る
と
五
四
・
七
％
、
蛾
終

予
算
で
も
二
七
・
三
％
の
期
と
な
っ
て

お
り
、
他
の
市
町
村
予
算
規
模
の
伸
び

総
額
一
億
六
千
七
百
三
十
二
万
五
千

円
の
総
務
費
は
、
喜
良
市
小
学
校
改
築

工
珈
饗
、
中
央
公
民
館
建
役
識
な
ど
で

ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
教
育
費
に
次
い

で
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
ま
す

こ
れ
は
、
総
務
課
、
企
画
室
、
税
務
課

町
民
課
な
ど
、
三
課
一
室
の
大
世
帯
の

予
算
を
か
か
え
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
蘓
目
別
に
主
な
も
の
を
ぁ

小
田
川
地
区
ほ
場
整
備
調
査

計
画
担
晒

率
を
は
る
か
に
上
川
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
総
額
の
三
割
は
人
件
磯
、
郡
業
饗

に
約
四
億
二
千
五
百
万
円
、
こ
れ
は
、

年
を
追
う
ご
と
に
そ
の
度
合
い
を
強
め

る
給
与
改
訂
に
よ
る
人
件
費
の
著
し
い

珊
加
、
狂
乱
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
物

価
商
に
よ
る
物
件
費
や
建
被
工
小
饗
の

大
巾
な
鋼
加
が
あ
る
半
面
、
こ
れ
を
ま

か
な
う
歳
入
は
、
町
税
や
、
国
、
県
の

支
出
金
、
あ
る
い
は
、
地
方
交
付
税
に

し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
巾
な
伸
び
が
期

待
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
各

穂
の
行
政
需
要
を
満
た
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十

九
年
鹿
の
予
算
編
成
は
非
術
に
因
難
な

状
態
に
血
面
し
た
わ
け
で
す
が
、
お
よ

そ
十
三
億
円
の
予
算
要
求
を
色
々
検
討

し
、
査
定
の
結
果
、
総
額
十
二
億
四
百

九
十
二
万
一
千
円
の
予
算
規
模
と
な
っ

た
わ
け
で
す
。

以
下
、
科
目
別
の
内
容
に
つ
い
て
主

な
る
も
の
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で

す
。

①
一
般
管
理
費
Ⅱ
八
九
、
九
一
四
千
円

職
員
給
料
の
ほ
か
、
職
員
共
済
組
合

退
職
組
合
な
ど
職
貝
関
係
の
負
担
金
を

は
じ
め
、
各
種
負
担
金
一
・
千
七
百
五
十

八
万
円
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

げ
れ
ぱ
次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅲ
総
務
管
理
賓
一

＝
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②
文
書
広
報
費
Ⅱ
六
一
九
千
円

広
報
紙
〃
金
木
だ
よ
り
“
年
七
回
発

行
の
印
刷
代
四
十
九
万
円
、
写
真
、
フ

イ
ル
ム
な
ど
で
す
。

③
財
政
管
理
費
Ⅱ
’
五
千
円

消
耗
品
費

④
套
計
管
理
費
川
Ⅱ
’
八
○
千
円

印
刷
製
本
費
、
公
金
取
扱
手
数
料
な

〉
シ
｝
。

⑤
財
産
管
理
費
Ⅱ
’
○
、
三
三
○
千
円

こ
の
予
算
の
大
部
分
は
、
役
場
庁
舎

の
維
持
管
理
饗
で
、
そ
の
主
な
も
の
は

燃
料
饗
（
暖
房
用
重
油
、
ガ
ス
、
自
動

車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
等
）
二
百
三
十
五
万

二
千
円
、
通
気
料
や
魎
気
保
安
委
託
料

の
光
熱
水
盤
が
九
十
万
円
、
晒
話
料
二

百
四
万
円
、
火
災
お
よ
び
自
動
車
の
保

険
料
百
五
十
五
万
五
千
円
、
庁
舎
、
浄

化
槽
消
掃
委
託
料
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保

守
料
な
ど
二
百
五
十
七
万
七
千
円

⑥
企
画
費
Ⅱ
四
、
’
’
八
七
千
円

総
合
計
画
審
議
委
貝
、
郷
土
史
編
さ

ん
委
員
、
股
村
工
業
導
入
促
進
対
策
審

議
委
貝
報
酬
二
十
三
万
四
千
円
、
郷
土

史
編
さ
ん
監
修
謝
礼
十
万
円
、
郷
土
史

筆
耕
翻
訳
料
二
十
万
円
、
西
北
五
地
域

広
域
市
町
村
圏
協
議
会
へ
十
四
万
四
千

八
百
円
、
自
然
休
養
村
協
議
会
へ
一
万

五
千
円
、
小
田
川
土
地
改
良
促
進
協
に

二
十
万
円
、
津
軽
総
合
開
発
促
進
協
は

五
万
円
、
津
軽
環
状
鉄
道
建
没
期
成
同

盟
会
に
七
万
円
な
ど
の
負
担
金
、
そ
の

ほ
か
、
県
営
小
田
川
地
区
圃
場
整
伽
洲

査
計
画
饗
補
助
金
と
し
て
三
百
二
万
二

千
円
が
主
な
も
の
。

⑦
自
然
休
養
村
整
備
事
業
調
査
費
Ⅱ

三
九
八
千
円

運
営
委
員
報
酬
、
現
場
渦
査
手
付
人

夫
質
、
費
用
弁
償
、
普
通
旅
費
、
消
耗

品
費
の
ほ
か
、
全
国
自
然
休
養
村
協
雛

会
負
担
金
三
万
円
等
。

⑧
公
平
委
員
会
費
Ⅱ
六
千
円

⑨
自
治
振
興
費
Ⅱ
一
五
○
千
円

｜
綿
畔
議
に
約
六
千
五
百
万
円

三
、
三
五
○
万
円
二
、
三
○
○
万
円

５

民
噛

（
老
人
医
療
）
（
児
童
手
当
）

｜
Ｌ民
生
饗
一
億
五
千
七
百
八
十
六
万
四
項
Ⅲ
別
に
よ
る
主
な
も
の
は
、
次
の
と

千
円
の
主
な
る
も
の
は
、
職
貝
の
給
料
お
り
で
す
。

諸
手
当
、
共
涜
組
合
負
担
金
等
の
ほ
か

保
育
所
、
児
童
館
に
か
か
る
経
費
が
約
一
社
会
福
祉
費
一

六
千
五
百
万
円
と
大
き
く
、
次
い
で
、
・

老
人
福
祉
対
策
関
係
の
老
人
医
療
、
老
①
社
会
福
祉
総
務
費

人
ク
ラ
ブ
補
助
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
、
二
○
、
’
一
一
一
八
千
円

一
徴
税
費
一

①
賦
課
徴
収
費
Ⅱ
二
九
、
五
三
五
千
円

税
務
職
貝
の
給
料
、
諸
手
当
、
共
済

組
合
負
担
金
等
が
二
千
五
百
五
十
八
万

五
千
円
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
対
す
る
報

償
金
（
納
期
内
完
納
五
％
、
年
内
完
納

三
％
）
二
百
三
十
万
円
、
そ
の
他
は
旅

饗
、
需
用
醤
、
負
担
金
等

二
戸
籍
住
民
登
録
賢
一

①
戸
籍
住
民
登
録
費
Ⅱ

’
七
、
七
八
六
千
円

恥
貝
給
料
、
諸
手
当
、
共
済
組
合
負

担
金
、
旅
聾
、
消
耗
品
お
よ
び
印
刷
費

な
ど
の
経
常
経
我
。

一
選
挙
費
一

⑩
交
通
安
全
対
轄
喪三
、
三
二
四
千
円

交
通
安
全
施
設
工
事
請
負
義
（
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
ほ
か
）
九
十
五
万
円
、
六
人

の
婦
人
交
通
整
理
貝
（
緑
の
お
ば
さ
ん

）
の
報
酬
百
三
十
五
万
円
、
旅
器
、
被

服
費
な
ど
三
十
六
万
七
千
円
の
ほ
か
、

金
木
交
通
安
全
協
会
へ
の
補
助
金
五
十

九
万
六
千
円
が
主
。

①
選
挙
管
理
委
員
会
費
四
、
二
一
○
干
円

②
選
挙
啓
発
費
Ⅱ
一
八
○
千
円

③
参
織
院
織
員
通
常
選
挙
費

一
、
○
四
○
千
円

一
統
計
調
査
費
一

①
統
計
調
査
総
務
費
Ⅱ
二
、
二
四
七
千
円

職
貝
給
、
諸
手
当
、
職
員
共
済
組
合

負
担
金
等
人
件
費
が
主
。

②
工
業
統
計
調
査
費
Ⅱ
四
二
千
円

③
教
育
統
計
調
査
費
四
千
円

④
所
得
推
計
調
査
費
一
八
千
円

⑤
商
業
統
計
調
査
費
Ⅱ
一
一
九
千
円

⑥
屡
業
基
本
統
計
調
査
費
三
一
千
円

⑦
国
勢
調
査
準
備
調
査
費
Ⅱ一
三
千
円

⑧
就
業
構
造
基
本
調
査
費
四
六
千
円

⑨
駿
業
セ
ン
サ
ス
四
四
三
千
円

一
監
査
委
員
賓
一

①
監
査
委
員
費
二
、
三
八
八
千
円

委
員
報
酬
、
職
員
給
、
諸
手
当
、
共

済
組
合
負
担
金
等
の
人
件
費
。

職
員
給
料
、
共
済
組
合
、
退
職
組
合

の
負
担
金
一
千
六
百
二
十
三
万
円
、
街

灯
修
理
七
十
万
円
、
光
熱
水
饗
百
八
十

万
円
、
民
生
委
幽
保
謹
世
帯
調
査
委
託

料
五
十
四
万
円
、
県
お
よ
び
郡
関
係
の

各
菰
団
体
へ
の
負
担
金
、
補
助
な
ど
四

十
八
万
三
千
円
、
施
投
収
容
者
、
長
期

療
養
者
助
け
あ
い
資
金
十
五
万
円
等
。

②
身
体
障
害
者
福
祉
費
Ⅱ六
四
四
千
円
・

身
障
者
福
祉
大
会
補
助
三
万
円
、
身

障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
補
助
五
万
円
、
身

障
者
医
療
扶
助
饗
五
十
五
万
九
千
円
。

(単位千円）入）(歳

款 ｜予蜑琴,銭比率’ |比較
一

③
老
人
福
祉
費

四
○
、
○
九
一
千
円

報
酬
（
老
人
家
庭
奉
仕
員
）
八
十
八

万
八
千
円
、
職
且
給
料
な
ど
の
ほ
か
、

長
寿
年
金
三
十
万
円
、
委
託
料
と
し
て

老
人
医
療
請
求
診
査
支
払
手
数
料
十
八

万
五
千
円
、
ね
た
き
り
老
人
訪
問
診
査

六
万
円
、
老
人
福
祉
大
会
十
五
万
円
、

補
助
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
百
九
十

万
三
千
円
、
老
人
白
内
障
手
術
補
助
十

五
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
補
助
五

万
円
、
特
別
養
講
老
人
ホ
ー
ム
負
担
金

三
十
万
円
、
扶
助
費
と
し
て
老
人
医
療

３
２
凸
甲

３
２
38.64614.9 恥

一
必
－
０
－
柳
－
０
州
一
仰
一
叩

一

一
一
一
△
一
一
Ⅲ
一
隅
一
価

星
財
一
寄

支
一
産

金出
一
収

３
１

５
－
５

０
５
Ｄ
ｌ
ｆ

０
－
６

４
－
２入

一
金
一
金

附
一
入

０
－
０鍵

繰
一
諸 ３Ｂ

召
０
６
０

越
収

金
入

0

15,960

|F町f目田償 １
０
８
０
１
０１

０
１
０
２
８
９
６
４
１
０

２
－
唖 778,57311000計

w騨働凹妙雫y噌饗塑噌琴山一湖一四

(3）

町 税

自動車重量譲与税_‐

自動車取得交付税

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金および負担金

使用料および手数料

国庫支出金

118,527

10，000

926

8,733

10．003

189,153

9.8％

0‘8

1．0， 6，600

46.2

0．1

0．7

0，8

15．7

’
1 101,676

’
1 7，305

436,556

600

6,728

8,636

97,585

％
９
１
０

３１

0.8

56．1

0.1

0.9
一
Ｍ

12．5

16．851

2,695

5，400

119,657

326

2，005

1,367

91,568

撮成比率

2，325

0

5,000

0

14，516

52,400

0．3

0．7

1.9

6.7
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に
三
千
三
百
五
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。④
防
犯
対
策
費
Ⅱ
一
六
五
千
円

金
木
町
防
犯
協
会
補
助
三
万
円
、
金

木
地
区
防
犯
協
会
補
助
十
三
万
五
千
円

⑤
保
健
福
祉
館
運
営
費
Ⅱ
五
○
千
円

燃
料
費
、
光
熱
水
費
、
修
繕
醤
の
需

用
喪
が
五
万
円
。

一
児
童
福
祉
費
一

①
児
童
福
祉
総
務
費
Ⅱ
一
、
○
九
二
千
円

保
育
所
運
営
委
貝
報
酬
二
万
七
千
円

新
入
所
児
童
安
全
帆
十
六
万
七
千
円
、

旅
饗
、
需
用
機
で
五
万
円
、
負
担
金
と

し
て
、
学
校
安
全
会
負
担
金
二
万
四
千

円
、
津
軽
地
区
保
育
所
研
究
会
へ
二
万

八
千
円
、
県
児
童
館
連
絡
協
議
会
に
六

千
円
、
糀
薄
施
設
負
担
金
七
十
八
万
円

②
母
子
福
祉
費
Ⅱ
二
○
千
円

母
子
福
祉
大
会
出
席
助
成
金
二
万
円

③
保
育
所
賓
Ⅱ
五
五
、
八
六
二
千
円

職
貝
給
料
、
諸
手
当
、
共
済
組
合
負

担
金
な
ど
四
千
五
百
三
十
七
万
一
千
円

医
師
謝
礼
、
母
子
旅
行
、
徴
収
謝
礼
な

ど
の
報
俄
饗
二
十
三
万
円
、
需
用
饗
の

八
百
八
十
二
万
九
千
円
は
、
保
育
消
耗

曲
一
百
五
万
八
千
円
、
食
紐
費
、
印
刷

費
で
八
万
円
、
光
熱
水
費
十
四
万
四
千

円
、
燃
料
費
は
給
食
用
、
暖
房
用
と
も

で
七
十
二
万
円
、
給
食
原
材
料
五
百
五

十
万
七
千
円
、
修
繕
費
の
三
十
二
万
円

で
す
。
役
務
費
と
し
て
通
信
運
搬
費
十

二
万
円
、
汚
物
汲
取
料
、
洗
た
く
料
な

ど
で
九
万
四
千
円
、
備
品
購
入
費
に
第

一
か
ら
第
四
ま
で
合
せ
て
六
十
三
万
円

児
童
災
害
見
舞
二
万
五
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

④
季
節
保
育
所
喪
Ⅱ
三
二
千
円

保
母
賃
金
二
十
万
四
千
円
、
需
用
費

は
、
お
や
つ
代
、
燃
料
費
、
消
耗
品
饗

で
十
万
七
千
円
で
す
。

一
保
険
衛
生
養
一

①
衛
生
総
務
費
Ⅱ
一
九
三
千
円

賃
金
、
旅
費
等
で
七
万
円
、
献
血
推

進
委
託
料
九
万
円
、
消
耗
肋
費
、
食
樋

我
が
三
万
円
等
で
す
。

②
予
防
費
Ⅱ
三
、
五
七
八
千
円

報
償
費
（
予
防
接
祇
医
師
、
看
講
州

）
六
十
万
円
、
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
消
毒

薬
品
等
百
三
十
六
万
円
、
結
核
検
診
委

託
料
四
十
万
円
、
成
人
病
検
査
委
託
料

七
十
二
万
円
の
ほ
か
、
寄
生
虫
検
査
、

尿
検
査
、
心
臓
検
査
、
循
環
器
疾
患
等

健
康
診
断
の
委
託
料
と
し
て
三
十
六
万

八
千
円
等
で
す
。

③
琢
境
衛
生
罰
七
一
ｏ
千
円

一
部
事
務
組
合
の
公
立
金
木
病
院
の

負
担
金
七
百
六
十
三
万
二
千
円
同
西
北

五
衛
生
処
理
組
合
負
担
金
一
千
三
百
七

十
二
万
二
千
円
な
ど
が
主
な
も
の
で
す

⑤
児
童
館
費
Ⅱ
八
、
七
八
七
千
円
⑦
遺
児
対
策
費
Ⅱ
六
三
五
千
円

保
育
所
費
同
様
、
職
貝
給
、
諸
手
当
遺
児
の
激
励
金
、
入
学
祝
金
、
卒
業

な
ど
が
主
で
、
そ
の
ほ
か
、
報
償
費
八
祝
金
、
弔
慰
金
な
ど
で
す
。

万
円
、
旅
費
二
万
円
、
消
耗
品
費
五
十

趣
螺
鯆
恥
磯
餅
網
剤
一
個
民
年
金
事
務
取
碧
一

円
、
役
務
饗
十
万
円
、
備
舶
購
入
掛
十
①
国
民
年
金
事
務
取
扱
費
Ⅱ

万
円
弊
。
六
、
九
三
七
千
円

⑥
児
童
措
蜜
費
Ⅱ
職
且
給
料
、
諸
手
当
等
の
ほ
か
、
納

二
二
、
九
五
一
一
千
円
入
組
織
報
償
金
の
報
償
費
百
六
万
四
千

旅
饗
三
万
円
、
消
耗
姉
掛
、
印
刷
饗
円
、
旅
喪
八
万
円
、
澗
耗
舳
饗
、
印
刷

で
二
万
円
、
児
童
手
当
の
扶
助
我
が
二
製
本
費
等
の
需
用
費
二
土
一
万
五
千
円

千
二
百
九
十
万
二
千
円
。
県
国
民
年
金
協
会
負
担
金
二
万
二
千
円

噂6巖0葛」

負
担
の
大
き
い
事
務
組
合

西
北
五
衛
生
処
理
組
合
の

運
営
費
、
建
設
費
な
ど
で

《
清
掃
餐
一

①
清
掃
総
務
費
Ⅱ一
九
、
七
七
五
千
円

職
且
給
料
、
諸
手
当
、
共
済
組
合
負

担
金
六
百
五
万
三
千
円
、
西
北
五
衛
生

処
理
組
合
負
担
金
一
千
三
百
七
十
二
万

二
千
円
（
運
営
費
七
百
一
万
三
千
円
、

火
葬
用
燃
料
お
よ
び
修
繕
料
二
十
三

万
円
、
原
材
料
費
と
し
て
駆
虫
剤
代
の

四
十
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

④
母
子
衛
生
費
Ⅱ
｜
、
○
三
八
千
円

報
償
費
（
乳
児
検
診
、
妊
婦
検
診
医

師
、
看
講
蝿
）
十
八
万
円
、
産
婦
、
一

般
妊
婦
ミ
ル
ク
代
六
十
一
万
一
千
円
、

妊
婦
腹
帯
十
六
万
円
が
主

⑤
病
院
整
備
費
Ⅱ
七
、
八
三
二
千
円

公
立
金
木
病
院
負
担
金
七
百
六
十
三

万
二
千
円
、
県
進
学
学
院
振
興
会
負
担

金
二
十
万
円
。

建
設
費
六
百
七
十
万
九
千
円
）
で
す
。

②
塵
芥
処
理
費
Ⅱ
三
、
三
六
四
千
円

収
集
人
夫
賃
百
四
十
二
万
四
千
円
、

修
理
、
燃
料
代
八
十
四
万
円
、
ゴ
ミ
収

集
袋
百
十
万
円
。

恥
蝿
那
鐸
濠

大
会
講
師
謝
礼
二
万
円
、
出
稼
ぎ
者
連

絡
袋
消
耗
品
代
二
十
万
円
、
出
稼
ぎ
先

新
聞
購
読
料
及
び
同
発
送
経
費
二
十
三

万
八
千
円
、
出
稼
ぎ
先
連
絡
用
郵
券
代

及
び
通
話
料
三
万
円
、
剛
稼
ぎ
機
関
紙

〃
か
け
橋
″
助
成
金
三
万
円
、
県
失
業

保
険
連
絡
協
議
会
負
担
金
二
万
五
千
円

一

出
稼
ぎ
労
働
組
合
助
成
金
二
万
四
千
円

失
業
保
険
認
定
事
務
負
担
金
二
十
門
万

一
千
円
等
が
主
で
す
。

②
安
全
就
労
推
進
事
業
費
Ⅱ
五
七
八
千
円

相
談
指
導
員
報
償
金
（
二
、
一
○
○

円
×
九
人
×
一
○
ヵ
〃
）
十
八
万
九
千

円
研
修
会
及
び
旅
費
二
万
八
千
円
、
安

全
就
労
推
進
集
会
饗
五
万
円
、
留
守
家

族
集
会
費
二
万
五
千
円
、
健
康
診
断
実

施
費
三
万
六
千
円
、
指
導
資
料
作
成
費

十
六
万
円
、
食
糧
費
三
万
円
、
通
信
運

搬
費
六
万
円
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
出
稼
ぎ
モ
デ
ル
事
業
費
Ⅱ
二
一
○
千
円

就
労
先
実
態
調
査
旅
費
十
二
万
円
、

普
通
旅
費
一
万
円
で
す
。

豊
一
■
一

王
寺
』
一

甑
一
帖
一

軍
一
ｍ

里
Ｍ
一

▽
△
口

座
皿
軍
配
弱
肥

一
肥
Ⅱ

Ｍ
杣
’
何
匹
齢
８
博
隅
Ⅱ
■
川
Ⅷ
柿
■
師
叫
禰
１
憾
畔
岬
脚
炉
》
岬

一
一

壷

ｲ4）
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農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
改
良
普
及

事
務
の
新
築
工
事
を
は
じ
め
、
良
質
米

生
産
集
団
促
進
対
策
助
成
お
よ
び
、
休

耕
田
復
元
補
助
、
国
土
調
査
測
堂
委
託

料
一
千
二
百
八
十
七
万
六
千
円
の
ほ
か

挫
免
道
路
整
備
促
進
饗
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
農
業
養
一

①
農
業
委
員
会
黄
Ⅱ
一
五
、
六
八
○
千
円

委
員
報
酬
、
職
員
給
料
、
諸
手
当
、

共
済
組
合
負
担
金
等
で
二
千
七
百
五
十

一
万
六
千
円
、
報
償
費
（
艇
業
大
学
、

就
業
相
談
貝
等
）
、
旅
費
八
十
一
万
七

千
円
、
濡
用
饗
五
十
九
万
二
千
円
、
各

種
団
体
負
担
金
二
十
八
万
八
千
円
が
主

で
す
。

②
屡
業
者
年
金
事
務
取
扱
費
Ⅱ
五
○
千
円

③
農
村
開
発
公
社
委
託
事
務
取
扱
費
Ⅱ

七
○
千
円

共
に
事
務
費
の
み
で
す
。

④
農
業
総
務
費
Ⅱ
一
一
四
、
五
六
七
千
円

人
件
饗
が
主
で
、
そ
れ
に
各
種
団
体

の
負
担
金
が
百
二
十
六
万
五
千
円
で
す

⑤
農
業
振
興
喪
Ⅱ
八
、
九
四
三
千
円

良
質
米
生
産
者
表
彰
者
記
念
姉
代
十

五
万
円
、
消
耗
舶
饗
、
食
紐
饗
の
ほ
か

り
ん
ご
三
病
予
防
関
係
消
耗
品
お
よ
び

食
紐
醤
四
万
円
、
農
薬
安
全
管
理
セ
ン

タ
ー
光
熱
水
費
、
燃
料
費
で
七
十
五
万

円
、
り
ん
ご
黒
星
病
及
び
ふ
ら
ん
病
樹

伐
採
委
託
料
二
十
五
万
二
千
円
、
り
ん

ご
基
幹
青
年
研
修
委
託
料
五
万
円
、
各

農林水産業費
一二》8,216方7千円一

沖

罐
測
量
委
託
料
に
、

土

一
千
二
百
八
十
万
円

国

農
業
改
良
普
及
所
新
築
工
事

七
百
二
十
万
円

座
業
費
は
、
農
業
改
良
普
及
弧
団
体
の
負
担
金
及
び
助
成
金
等
八
百

条
工
事
を
は
じ
め
、
良
質
米
十
五
万
九
千
円
が
主

促
進
対
策
助
成
お
よ
び
、
体
⑥
畜
産
費
Ⅱ
一
、
四
一
一
三
千
円

郡
助
、
国
土
調
査
測
堂
委
託
各
菰
協
議
会
負
担
金
を
は
じ
め
、
乳

白
八
十
七
万
六
千
円
の
ほ
か
用
牛
家
畜
共
済
保
険
料
助
成
五
万
四
千

整
備
促
進
饗
な
ど
が
中
心
と
円
、
畜
産
振
興
対
策
助
成
（
養
豚
、
養

ま
す
。
麹
、
酪
艇
、
養
兎
、
肉
用
牛
の
各
組
合

）
九
十
四
万
三
千
円
、
七
夕
野
、
女
坂

奉
養
一

早
地
開
発
亦
業
利
子
補
給
及
び
補
助
二

罐
篭
捧
淑
輻
蕊
議
講
惨
饗
Ⅱ
四
○
千
円

“
担
鑑
峰
鐸
一
軒
麩
栢
蓉
斗
⑧
米
生
産
調
整
対
策
事
業
費
Ⅱ

三
、
四
一
五
千
円

粗
密
一
Ｌ
、
｜
瞬
識
丞
斗
辛
万
牝
職
貝
時
間
外
手
当
、
旅
我
、
需
用
費

①
商
エ
総
務
費
Ⅱ
四
、
三
五
六
千
円

職
員
給
料
、
諸
手
当
、
共
済
組
合
負

担
金 町

の
商
工
業
者
が
資
金
借
入
す
る
場

合
の
保
証
金
と
し
て
県
信
用
保
証
協
会

へ
出
資
金
一
千
万
円
を
は
じ
め
、
公
園

整
備
事
業
識
に
五
百
二
十
万
円
、
金
木

町
観
光
協
会
へ
五
百
四
十
万
円
の
補
助

が
主
な
も
の
で
す
。

|商工息費’
'－2．864万7千円‘二商

工
養
一 商

工
業
者
の
資
金
借
入
を
保
証

公
園
整
備
に
五
百
二
十
万
円

①
林
業
総
務
費
Ⅱ
三
、
○
二
四
千
円

職
貝
給
料
、
諸
手
当
等
が
主
で
、
森

林
火
災
及
び
盗
伐
防
止
委
託
料
二
十
万

円
、
野
兎
駆
除
助
成
四
万
五
千
円
、
県

林
野
対
策
協
議
会
負
担
金
十
二
万
五
千

円
な
ど
。

②
商
工
振
興
費
Ⅱ
一
一
、
二
三
○
千
円

商
工
会
助
成
百
万
円
、
た
ば
こ
小
売

店
組
合
助
成
七
万
円
、
労
務
対
策
協
議

会
助
成
十
万
円
、
県
信
用
保
証
協
会
出

資
金
一
千
万
円
。

③
観
光
愛
Ⅱ
一
三
、
○
六
一
千
円

公
園
看
視
人
賃
金
、
公
園
整
備
人
夫

賃
等
八
十
六
万
三
千
円
、
動
物
園
飼
料

代
、
光
熱
水
費
、
動
物
収
容
舎
な
ど
の

修
繕
料
お
よ
び
遊
歩
道
、
駐
車
場
補

修
費
の
需
用
費
が
六
十
四
万
六
千
円
。

公
園
整
備
工
事
請
負
費
五
百
二
十
万
円

の
ほ
か
、
休
耕
田
復
元
補
助
金
三
百
万

７

円
等
。
円

⑨
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
“
Ⅱ
千

一
、
四
八
八
千
円
位

人
件
費
が
主
で
、
二
十
五
万
円
の
需
嘩

用
費
等
。

⑩
国
土
調
査
卒
業
費
Ⅱ

二
二
、
八
六
七
千
円

人
件
饗
の
ほ
か
、
需
用
費
七
十
万
一

千
円
、
測
量
委
託
料
一
千
二
百
八
十
七

万
六
千
円
、
調
査
図
保
管
庫
な
ど
の
備

砧
購
入
費
二
十
二
万
四
千
円
が
主
。

⑪
農
免
道
路
整
備
促
進
費
Ⅱ

六
○
○
千
円

林
業
受

I
出）肥

料
、
農
薬
、
砂
利
、
苗
木
等
の
購
入
担
金
四
万
円
、
金
木
町
観
光
協
会
補
助

費
五
十
八
万
五
千
円
、
各
種
団
体
の
負
五
百
四
十
万
円
。

●
。
◆
■
ひ
ら
■
■
羊
●
■
。
■
の
●
。
①
。
●
の
●
ロ
●
■
ロ
ロ
ロ
凸
今
４
ウ
ウ
●
砧
●
ｅ
●
■
■
●
も
ダ
ウ
Ｇ
●
、
■
ゆ
日
・
町
■
。
、
。
■
■
ダ
ウ
■
Ｇ
Ｂ
り
ゆ
Ｇ
ｏ
ｑ
■
●
ロ
ロ
。
■
血
か
ｇ
Ｇ
ｑ
●
ｐ
の
■
●
巳
■
の
●
け
い
■
●
Ｐ
●
■
ｂ
■
ウ
ウ
。
■
。
●
■
Ｂ
Ｑ
ｂ
５
■
卓
凸
。
■
■
Ｐ
ｂ
。
。

｜
劃
需
五
千
四
百
五
十
七
万
円
で

町
営
住
宅
建
設
（
｜
一
士
戸
）

’
１
禾
獅
‐

墹
搾
繩
一
千
万
円
溌
蔚
鯛
一
千
二
百
万
円

土
木
費
で
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
ダ
装
一
千
万
円
、
広
域
行
政
圏
道
路
整
備

ン
プ
カ
ー
（
四
ト
ン
）
の
購
入
費
六
三
費
に
一
千
二
百
万
円
、
雪
寒
地
域
道
路

十
万
円
、
側
溝
整
備
費
八
百
五
十
万
円
事
業
（
大
東
ヶ
丘
線
）
一
千
三
十
万
円

講
岸
工
事
費
四
百
五
十
万
円
、
道
路
舗
町
営
住
宅
建
設
費
五
千
四
百
五
十
七
万

(歳

本年度財源内
本年 図
隠
滅
匝
剛
五
町
亙
邸

前年度 特定財源 般
源
一
財

款 比較

7,166

30,717

37,461

12,101

40

豊出:|起憤|その他予蝿畷'…ｰ
〃ノ

23,3293.07ひ7,166

136,60817.630,717

120,40315.53mal

24，3893．112，101

1，6630．240

82，316，10．6△149

予算額

議会費 30,495

167,325総務費

民生費 157,864

衛生費 36,4903.024,3893.112,_lul

1，7030．11，6630．240

82,1676.9,82,316,10.6△149
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１
－労働費

農林水産
業費

66,878
’

７
３
８
０
一

一
“
一
蹄
一
岬
一

４１Ｐ６２費
費
工
木
商
土

I
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2,000‘0．21，5000．2500
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1,204,921'100.01778,573100.0i426,348

消防 費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金
亙巫
31,742

2,000

747,947

備
計

予 費

一
一

耐
吟
時
語

配
真
正
型
皿
孟
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ｍ
Ⅱ恥Ｍ

１
．
■
｜

叫
勺伽祁

Ⅱ
一
ら

皿
珈
囲
崩

陥
肥

皿
手
面

匝
一
一
皿

Ｉ
一
一
呂

皿
罰
口

皿
・
鴎

叫
面
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捌
茄
一

回
亟
那
咽

踊
ロ
、

別
湿
｝

●
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宮
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●
ｈ
伽
二

宮
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Ｐ

娠
髄
一

画
■
■
酔

吋
芯
一

岬
．
部

皿
《
恥

蛇
細
則
証
ｒ
６
画

吐
沌

Ⅱ
町
叩
、

藍
・
・
拙

諦
一
・
皿

Ⅲ
１
．

咽
肥
鞭
歸
制
伽

端
皿

皿
・
’

禰
掘

｝
畔
討

部
一
》

一
一
一

》
一
一

函
叫

醇
画
二

一
一

率
啼

》
》

凸
ｐ
Ｔ

酩
墓

。
□
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脚

“
器
奎
語

討
諏

霊
川
函

窪
哩
酷
刑

四
球
一

Ⅱ
Ⅱ
．

蘭
Ⅳ

淫
湘
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別
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“
羽
杢
醐

錨
型
、
Ｇ
Ｉ
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’
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四
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幅

一
一
一
４


